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会計研究科 新執行部 ～ MESSAGE ～ 

川村義則 教務主任 

豊泉洋 総務委員長 

 佐々木先生を引き継いで、総務委員長になりました豊泉です。総務委員長という

役柄は、学生の皆さんにはなじみが薄いかもしれません。就職関係などの外部との

折衝や皆さんの会計研での生活全般が向上するように考えて行くのが、その役割

で、縁の下の力持ち的な存在です（委員長という割には、あまり偉くはありません）。

佐々木先生と比べると、その指導力、経験、重み、芸の深みなど、まだまだ、総務

委員長の器ではないのですが、皆さんと一緒に成長していければと考えています。

会計研の中では、アウトサイダーであるということを逆に強みにして、客観的な視点

からより良い会計研を作っていきます。小林先生、川村先生とチームを組み、さらに

会計研究科を盛り上げます。新生会計研執行部にご期待ください。 

小林啓孝 研究科長 

 早稲田大学では，年度途中の9月21日で，学部や大学院研究科の執行部が交代し

ます。会計研究科では，研究科長，教務主任，総務委員長が執行部を構成します。教

務主任は清水先生から川村先生に，総務委員長は佐々木先生から豊泉先生に交代と

なりました。清水先生と佐々木先生は，2005年の会計研究科発足前から会計研究科の

立ち上げのために尽力されるとともに，発足後はその基礎を築くために尽力されてきま

した。お二人のご尽力や会計研究科所属の先生方のご協力によって，発足した当時に

比べると，会計研究科は修了生がうらやましがるほどカリキュラムその他の面で大いに

充実しました。このような会計研究科の資源を大いに利用して，皆さんが会計士を始め

とした多様な分野で活躍するための基礎能力を構築していくことを期待しています。今

後も会計研究科をさらに充実するように努めていくつもりですので，そのための意見を

研究科に寄せてください。  

 このたび9月21日付で、会計研究科の教務主任に就任しました。小林研究科長のも

と、会計研究科のますますの発展のために微力を尽くしたいと思っています。 

 会計研究科が設置されたのが2005年4月ですから、すでに4年目を迎えております。

その間、数多くの施策によって研究科のカリキュラムも飛躍的に充実し、入試形態も

多様化し、様々なバックグラウンドをもつ学生が意欲的に勉強する研究科になりまし

た。毎年度多くの優秀な修了生を輩出することができ、ますます今後が楽しみな状況

になっております。 

 私の役割は、基本的には前任の執行部の仕事を引き継いで、会計研究科の存立基

盤を確固たるものとすることだろうと思っています。性格上あまり派手な立ち回りをす

ることができませんが、足元を固めながらコツコツとがんばりたいと思っています。 





川村合宿初日、魔の期末試験、論文式試験が終わり、経営学のバカ

ヤローと思いながら夜は眠らず昼寝して数日遊びほうけた影響もあ

り、私はまさかの大遅刻。 

六本木ヒルズやレインボーブリッジやお台場や海ほたるから眺める東京湾に

「後期は無遅刻」を誓いながら、のんびりと鴨川セミナーハウスへと向かいま

した。 

到着すると、まずはスポーツ。1年・2年の男女に、川村先生、豊泉先生、米

山先生を交えながらソフトボールの試合をはじめました。エースの川村先生か

ら遠慮なくヒットを打つ学生からは、気迫とはちょっと違う恨みのような感情

を感じつつ、北京五輪よりも熱い試合は行われていきました。その後パラパラ

と小雨が降りながらも、各自サッカーやテニスでも汗を流しました。 

夕食、入浴後はいよいよ飲み会。お酒を次々と明け、夏の風物詩スイカを食

しながら、クラスや学年を越えて会話し、いつもは交流が少ない人とも親睦を

深めました。さらにはジェンガや大貧民（大富豪）、うさぎの耳をつけるな

ど、思い思いの方法で楽しい時間を過ごしました。 

夜が明け、食事をすますと解散時間まで再びレジャータイム。川村先生を中

心とした私達のグループは海へと向かい、釣りを楽しみました。暑さでバテバ

テの魚を手づかみする○田君には大きな成功をつかみとる才能を感じたりしな

がら、楽しい時間をすごしました。 

その後、真の川村をかけ、先生に卓球で勝負を挑みましたが、あっさり完

敗。やはりこの合宿は残念ながら川村義則合宿のようです。 

とても楽しい二日間でした。川村先生、豊泉先生、米山先生、事務の皆さ

ん、2年生の皆さん。本当にありがとうございました。来年も川村（義則）合

宿、開催したいですね！ 

川村卓哉 
会計研究科1年 

山本菜摘 
会計研究科1年 

交流の幅が広がった夏合宿 
 

 ８月２７日から２８日にかけて会計研の夏合宿が開催され、多くの１・２年生や先生方が参

加されました。合宿では、スポーツや飲み会等さまざまな企画があり、学年やクラスを問わず

多くの方たちと交流できた人が多かったように思います。私の場合はスポーツが大好きなの

で、主にスポーツを中心に合宿を振り返りたいと思います。 

まず私は、到着してすぐにテニスに参加し、その後ソフトボールの試合に参加しました。テ

ニスでは、普段一緒にいる友達とだけではなく、あまり話したことのない先輩とも打ち合った

り試合をしたりすることができ、とても充実した時間を過ごせました。また、ソフトボールで

は団体競技ということもあり、多くの先輩方や同期と応援しあったりお話したりできたことが

とても楽しかったです。 

 翌日の午前中は自由時間だったため、スポーツをやる人、釣堀に行く人、鴨川シーワールド

に行く人等、様々でした。出発直前に川村先生が卓球をなさっているという話を聞いたので、

先生の卓球姿を見に行くことに！先輩方や同期が次々と先生に挑戦をしていたので、私もお手

合わせ願ったのですが・・・やはり強かったです！！勝てませんでした。もっと練習してから

リベンジしたいと思います（笑） 

 この合宿でスポーツや飲み会等を通して、普段教鞭を執る先生方のお姿とは違った一面を拝

見することができ、お話できたことがとても貴重な経験でしたし、普段あまりお話をしたこと

のない先輩方や同期とも様々な話をすることができ、とても充実した２日間を過ごせました。

合宿を企画してくださった川村先生や事務の方、実行委員をしてくださった先輩方、どうもあ

りがとうございました。 

川村合宿 2008 
    in Kamogawa Seminar House 


